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ま 党 の 法 大 が 護 国 い に
しの 反 律 学

｀
法 会 よ ち

生開卍釜笠翁ぜ湛r鳴
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念 数 か や 政 近 に 事 人 百
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独
立
行
政
法
人
っ
て
？

独
立
行
政
法
人
は
、

税
金
の
無
駄

遣

い
が
著
し
い
特
殊
法
人
改
革
の

一

環
」
し
て
導
入
さ
れ
た
新
し
い
組
織

形
態
で
す
。

要
は
、
「予
算

（税
金
）

に
あ
ま
り
過
度
に
依
存
し
な
い
で
、

独
立
採
算
で
頑
張
り
な
さ
い
」
と
い

う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
組
織
で
す
。

し
か
し
、

中
に
は
看
板
を
架
け
替

え
た
だ
け
に
終
わ

っ
て
い
る
特
殊
法

人
も
あ
り
ま
す
。

実
態
的
に
は
何
も

改
革
が
行
わ
れ
ず
、

む
し
ろ

一独
立

行
政
法
人
だ
か
ら
人
事
も
予
算
も
勝

手
で
し
よ
！
」
と
い
う

「論
理
の
ス

リ
替
え
」
を
行
い
、

焼
け
太
り
し
て

い
る
組
織
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

困

っ
た
も
の
で
す
。

う

「論
理
の
ス
リ
替
え
」
に
よ

っ
て
、

日
立
大
学
を
文
部
科
学
省
の
お
役
人

の
天
下
り
先
に
し
よ
う
と
す
る
魂
胆

（
こ
ん
た
ん
）
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
の
が
今
回
の
法
律
で
す
ｃ

ま
た
、

大
学
の
教
育

・
研
究
計
画

や
経
営
計
画
を
文
部
省
が
チ

ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ど
こ

が

「独
立
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

む

し
ろ
、

文
科
省
管
理
法
人
化
を
言
う

べ
き
で
す
。
し
か
も
、

法
案
が
審
議

さ
れ
る
前
か
ら
、

既
に
国
立
大
学
に

計
画
書
の
提
出
を
課
し
て
い
た
の
で

す
。

国
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
重
大
問

題
で
す
。

還
山
大
臣
の
問
題
発
言

遠
山
大
臣
は
以
上
の
よ
う
な
問
題

温
容
に
わ

ル
ー

”
小
ン
と
１

２
日
　
キ
‐ヽナ

坤
い

ツ

Ｖ
ｔ

を
指
摘
し
た
同
僚
議
員

に
対
し
て

「ポ
ッ
と
委
員
会
に
出
て
き
て
何
が

分
か
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
問
題
発

言
を
行
い
、

謝
罪
す
る

ハ
メ
に
な
り

ま
し
た
。

選
挙
で
有
権
者

の
審
判
を

経
て
い
な
い
官
僚
出
身
大
臣
こ
そ
、

「ポ

ッ
と
出
て
き
た
」
無
責
任
な
大

臣
と
言
え
ま
す
。

役
所
の
言
う
な
り

で
、

国
民
不
在

ｒ／ｉ”
行
政
を
行
う
傾
向

が
極
め
て
強
い
と
言
え
ま
す
。

小
泉
さ
ん
、

教
育
は
国
家
百
年
の

大
計
で
す
。

信
念
と
哲
学
を
も

つ
た

政
治
家
を
文
科
大
臣
に
据
え
る
べ
き

で
す
。

官
僚
に
丸
投
げ
に
せ
ず
に
、

少
し
は
自
分
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
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の国 程 : 零 就瑠も年9掲 24醸 (水》～25劇 《恭)

0集  合  ! 24日 (水) ☆ 名古屋駅 8:○ ○  ☆ 覚王山813③

鶴解 散  ! 25日 (本) ☆ 覚玉山 18145頃  ☆ 名古屋榊 9il

6宿  泊  ! 箱 根湯本生ホテルおかだ本館

*お 苦B屋ほ4～ 6名 の相部屋になります。個窒希望のおは、剛途ルームチ ャージ代が発生 します
ィ

/~文
、

6参 カロ詩  i ¥24,500(税 込み) お 申込みの方|こ|よ、 後 日ま辰込用紙をご郵送tノiます―

傷
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翁定 員 : 4S人 《癒員艦なり漁覇、ガ観勉書せて願きま弱 歩務ぅ恢|でづ!

(19!15頃 ))“天候・交通事1青により、変更の場合があります。  1日 日・2日 目ともに車中は禁煙となります。
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のお申tノ込み。お問い合わせ ジ吐簿寮泰路剰降電事務鋳麗府く③52-7辱 7中 司955》


